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02　平成29年７月九州北部豪雨
10　日田市の財政状況
14　市政情報ピックアップ
18　くらしの情報／人権コラム
20　まちの話題
24　平成29年度日田市功労者
　　 ／平成29年秋の褒章
25　平成29年秋の叙勲
　　 ／平成29年大分県功労者

26　第38回日田天領まつり
27　第13回千年あかり
28　咸宜園コラム
　　 ／食生活改善推進員さんのおすすめレシピ
29　図書館に行こう
30  12月の元気な日田っ子集まれ！
31　児童館・支援施設12月の主な催し
32　僕らのみらい会議    
　　 ／市長コラム

　11月５日、大山町の老松
神社で中川原青壮年会主催の
「ちびっこ相撲第45回記念
大会」が佐渡ヶ嶽部屋を迎え
盛大に開催されました。
　まわし姿の小学生が力の限
りを尽くした取組に、会場は
大きな声援と拍手で沸き立っ
ていました。
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７
・
５

ー
豪
雨
の
記
憶
ー

　
５
年
前
の
悪
夢
が
再
び
よ
み
が
え
っ
た
７
月
５
日
。

　
ま
た
し
て
も
日
田
市
を
豪
雨
が
襲
い
ま
し
た
。

　
前
回
の
九
州
北
部
豪
雨
か
ら
５
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
た
頃
、
こ
の
豪
雨
は
、
九
州
北
部
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
多
く
の
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
こ
の
経
験
を
記
録
し
、
今
後
の
防
災
と
備
え
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、
こ
の
災
害
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

豪
雨
対
応
の
経
過
（
概
要
）

７
月
５
日
㈬

11
時
04
分
　
大
雨
警
報
発
令
、
災
害
警
戒
準
備
室

　
設
置

13
時
31
分
　
洪
水
警
報
発
令

13
時
45
分
　
土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
令

13
時
52
分
　
大
鶴
・
小
野
地
区
に
避
難
準
備
・

　
高
齢
者
等
避
難
開
始

14
時
15
分
　
災
害
警
戒
室
設
置

15
時
15
分
　
災
害
対
策
本
部
設
置

　
鈴
連
町
・
殿
町
・
鶴
城
町
・
鶴
河
内
町
・
上

宮
町
に
避
難
勧
告

15
時
50
分
　
大
鶴
・
小
野
・
三
花
・
夜
明
・
光

　
岡
・
桂
林
・
咸
宜
地
区
に
避
難
勧
告

17
時
40
分
　
東
有
田
・
西
有
田
地
区
避
難
勧
告 

※
２

17
時
55
分
　
市
内
全
域
避
難
準
備
・
高
齢
者
等

　
避
難
開
始
（
避
難
勧
告
地
域
以
外
）
※
３

18
時
45
分
　
大
鶴
・
小
野
・
夜
明
・
三
花
・
光

　
岡
・
桂
林
・
咸
宜
・
東
有
田
・
西
有
田
地
区

に
避
難
指
示
（
緊
急
） 

※
１

19
時
55
分
　
大
雨
特
別
警
報
発
令

７
月
６
日
㈭

６
時
05
分
　
上
津
江
町
・
中
津
江
村
・
前
津
江

　
町
・
大
山
町
・
天
瀬
町
に
避
難
勧
告

14
時
10
分
　
大
雨
特
別
警
報
解
除
後
大
雨
警
報
へ

７
月
８
日
㈯

９
時
00
分
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
受

　
付
開
始
　

16
時
00
分
　
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
（
緊
急
）

以
外
の
地
区
の
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難

開
始
解
除

７
月
９
日
㈰

13
時
30
分
　
土
砂
災
害
警
戒
情
報
解
除

７
月
10
日
㈪

４
時
48
分
　
大
雨
警
報
解
除

７
月
15
日
㈯

17
時
30
分
　
こ
の
時
間
ま
で
に
市
内
全
域
の
避

　
難
指
示
（
緊
急
）
・
避
難
勧
告
を
解
除
。
た
だ

し
、
鶴
城
町
古
田
地
区
及
び
鈴
連
町
梛
野
集
落

の
み
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
に
変
更

８
月
８
日
㈫

17
時
00
分
　
災
害
対
策
本
部
か
ら
災
害
警
戒
室
へ

８
月
27
日
㈰

17
時
00
分
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
閉
鎖

10
月
２
日
㈪

９
時
00
分
　
災
害
警
戒
室
か
ら
災
害
情
報
収
集

　
室
へ

　
７
月
５
日
、
昼
頃
か
ら
夜
に
か
け
福
岡
県
か
ら
大
分
県
で
は
観
測
史
上
最
も
多
い
記
録
的
な
雨
量
を
観
測
。

　
日
田
雨
量
観
測
所
で
は
、
日
降
水
量
が
３
３
６
ミ
リ
を
記
録
し
、
平
成
24
年
九
州
北
部
豪
雨
（
７
月
３
日
）
の

時
に
比
べ
る
と
累
加
雨
量
は
約
２
倍
で
し
た
。

【平成29年７月九州北部豪雨（最大値）】
■避難指示（緊急）　
　12,651世帯、31,472人　※１
■避難勧告　
　12,651世帯、31,472人　※２
■避難準備・高齢者等避難開始
　14,707世帯、35,608人　※３
■避難者数（７月５日23:00時点）
　449世帯　1,129人

項　目

人的被害 ７人

576棟

1,292棟

4,122件

被害総額
238億4千万円

その他被害

非住家被害

住家被害

被害状況 計

死亡３人
負傷者４人
全壊45棟、大規模半壊31棟、半壊240棟、
床上浸水148棟、床下浸水828棟
全壊41棟、半壊43棟、床上浸水336棟、
床下浸水156棟
道路214件
河川770件
公共施設１件
土砂災害125件
農林水産被害2,809件
その他170件
ライフライン33件

※床下浸水は、市調査による棟数で、り災証明の判定件数ではありません。

■被害状況（11月17日現在）

小野地区
猛烈な豪雨で山が崩
れ、川をせき止め、土
砂ダムができた。
（７月６日）

提供：九州地方整備局

平成29年７月九州北部豪雨
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被害の大きかった小野地区

被害の大きかった大鶴地区
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　10月27日天皇皇后両陛下行幸啓
　７月12日安倍内閣総理大臣視察
　
　夜明三叉路の大肥橋下に大量の流木

　農業用ハウスの中に土砂等が流入 
　　　　流木が道路、民家等に流入
　大鶴分団コミュニティ消防センター
　の中に土砂が流入

　
　家屋の屋根近くまで浸水
　河川の氾濫による道路の崩落
　小鹿田焼窯元の唐臼に土砂が流入
　土石流が堆積したことといの里プール
　
　大分県と福岡県を結ぶＪＲ久大本線
　の花月川橋梁が流出　11

A

７

６

平成29年７月九州北部豪雨

Ａ
Ｂ

2017. 12. 1　広報ひた広報ひた　2017. 12. 1 45



　
災
害
発
生
か
ら
、
４
か
月
が
経
ち
ま
し

た
。
し
か
し
、
被
災
地
で
は
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
方
が
ま
だ
多
く
い
ま
す
。

　
現
在
、
私
た
ち
が
運
営
し
て
い
る
ひ
ち
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
災
害
に

強
い
町
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
調
査
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
方
々
の
受
け
入
れ
、
被
災
現
場
へ
の
派
遣
業
務
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
し
て
い
て
、
「
私
に
も
で
き
る
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
か
？
」
と
聞

か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、
被
災
地
で
は
土
砂
撤
去
等
作
業
以
外
で
も

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ひ
ち
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
受
付
の
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
方

の
た
め
に
お
に
ぎ
り
を
握
っ
て
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
る
方
、
毎
週
来
て
く
だ
さ
る

鍼
灸
師
の
方
等
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　
で
き
る
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
！
も
し
、
皆
さ
ん
の
中
で
力
に
な
り
た
い

け
ど
何
を
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
が
い
ま
し
た
ら
、
是
非
「
ひ
ち

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
０-

５
２
８
４-

４
７
３
３
）
」
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
す
る
の
？

　
今
回
の
災
害
で
は
自
分
自
身
の
家
も
被
災
し
ま
し
た
が
「
な
ん
と
か
な
る
」
と

信
じ
、
す
ぐ
に
地
域
復
興
を
目
的
と
し
た
「
鶴
の
恩
返
し
」
と
い
う
支
援
活
動
団

体
を
開
設
し
ま
し
た
。
今
ま
で
、
熊
本
地
震
な
ど
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ

た
経
験
か
ら
、
災
害
時
の
支
援
活
動
の
流
れ
が
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
ま
ず
初
め

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
宿
泊
施
設
の
確
保
や
、
支
援
物
資
の
配
布
と
保
管
場
所
の
確

保
を
行
い
ま
し
た
。
災
害
の
直
後
、
南
阿
蘇
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
知
り
合
っ

た
方
た
ち
が
「
恩
返
し
で
す
」
と
沢
山
の
飲
み
水
や
ト
ラ
ッ
ク
、
ユ
ン
ボ
等
も

持
っ
て
き
て
、
大
量
の
土
砂
や
流
木
な
ど
の
撤
去
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
復
興
途

中
の
南
阿
蘇
の
活
動
を
中
断
し
て
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
事
実
を
知
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
こ
と
は
今
思
い
出
し
て
も
、
目
頭
が
熱
く
な
る
ほ
ど
あ

り
が
た
く
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
こ
こ
で
は
語
り
尽
く
せ
な
い

方
々
の
ご
支
援
に
よ
っ
て
こ
こ
ま
で
復
旧
で
き
て
き
た
こ
と
を
思
う
と
感
謝
の
気

持
ち
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
災
害
直
後
は
被
災
者
だ
け
で
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
状
態
で
、
日
本

全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
る
の
で
す
が
、
い

ず
れ
責
任
を
持
っ
て
復
興
し
て
い
く
の
は
地
元
の
私
た
ち
で
す
。

  

先
日
、
長
崎
か
ら
支
援
に
来
た
方
が
、
「
私
の
ふ
る
さ
と
は
九
州
で
す
か
ら
」

と
言
っ
て
く
だ
さ
り
、
多
く
の
支
援
物
資
を
届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
現
在
で

も
流
れ
て
来
た
ゴ
ミ
だ
ら
け
の
私
の
ふ
る
さ
と
の
風
景
で
す
が
、
以
前
の
よ
う

な
、
桜
の
花
が
似
合
う
、
レ
ン
ゲ
の
花
が
似
合
う
、
ホ
タ
ル
が
似
合
う
風
景
に
復

興
す
べ
く
、
九
州
を
、
日
田
市
を
「
ふ
る
さ

と
」
と
思
っ
て
、
一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
れ

る
少
数
の
仲
間
と
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

  

ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
同
じ

ふ
る
さ
と
を
持
つ
方
々
、
志
を
同
じ
く
し
て

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

私
の
ふ
る
さ
と

７
・
５

ー
心
の
記
憶
ー

　
「
ま
さ
か
山
が
崩
落
す
る
と
は…

」
今
回
の
豪
雨
災
害
は
、
誰
も
が
想
定
し
て

い
な
か
っ
た
被
害
が
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。

　
災
害
を
伝
え
、
災
害
を
考
え
る
た
め
、
今
回
４
人
の
心
の
記
憶
を
辿
り
ま
す
。

　
こ
の
記
憶
か
ら
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

７
月
５
日
、
正
午
過
ぎ
か
ら
雨
が
激
し
く

な
り
、
雨
雲
レ
ー
ダ
ー
を
見
て
い
た
ら
、
線
状

降
水
帯
が
朝
倉
市
付
近
か
ら
次
々
に
発
生
。
次

第
に
、
雨
は
脅
威
を
増
し
て
降
り
続
い
た
の

で
、
市
の
防
災
・
危
機
管
理
室
に
「
至
急
、
避

難
を
促
し
て
頂
き
た
い
」
と
電
話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
近
隣
の
方
と
連
絡
を
取

り
合
い
、
上
宮
地
区
に
自
主
避
難
の
告
知
放
送
を
行
い
ま
し
た
が
、
市
街
地
は
雨

が
ほ
と
ん
ど
降
っ
て
い
な
い
状
態
で
、
地
域
で
の
降
雨
量
の
差
を
感
じ
ま
し
た
。

　
市
か
ら
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
が
発
令
さ
れ
た
頃
に
は
、
祖
父
母
か

ら
「
あ
の
川
の
石
が
隠
れ
た
ら
大
水
が
出
る
よ
」
と
教
わ
っ
て
い
た
石
が
隠
れ
、

そ
の
近
く
の
田
ん
ぼ
を
超
え
て
流
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
普
通
の
状
態
で
は
な

い
と
感
じ
、
「
こ
れ
で
最
後
で
す
。
放
送
を
終
わ
り
ま
す
」
と
３
回
目
の
告
知
放

送
を
行
い
、
こ
の
言
葉
で
危
機
感
を
感
じ
避
難
し
た
人
も
い
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
の
災
害
で
危
機
意
識
が
芽
生
え
、
雨
雲
レ
ー
ダ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
や
早

め
の
対
応
を
行
う
よ
う
に
心
が
け
、
地
域
の
人
と
協
力
し
た
こ
と
で
人
的
被
害
が

無
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
ど
こ
で
災
害
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
地
域
で
「
こ
こ
が
こ
う
な
っ
た
ら
危
な
い
」
な
ど
身
近
な
目
安
を
見
つ
け
て

危
険
予
知
を
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

危
険
予
知
の
た
め
に
身
近
な
目
印
を

大鶴地区上宮町自治会長
藤井隆幸さん

ひちくボランティアセンター
（地域おこし協力隊大鶴地区担当）

矢羽田健太さん

鶴の恩返し
江田 泉さん

手作りの雨量計
　目印の石は、今回の豪雨
で流されてしまいました
が、現在はペットボトル２
本で簡単に作れる雨量計を
用いて、雨量の計測を行っ
ているそうです。
　家庭で簡単に作れます
ので、是非皆さんも活用
してみてはいかがでしょ
うか。
※作り方は「神
戸地方気象台
雨量計」とイ
ンターネット
で検索。

　「ひちく」とは？
　ひちくとは、「肥筑」
と書きます。地域の総称
で、エリアとしては、
中・北部九州地方を包括
しています。今回の災害
で被災した福岡県西部や
大分県日田市もエリアに
含まれます。この先支援
のエリアが広がったとき
にも必要があれば「ひち
く ボ ラ ン テ ィ ア セ ン
ター」として対応したい
という思いを込めて、こ
の名前を名付けました。
（ひちくボラセン通信より）

手作りの雨量計 ▼

地
域
の
人
と
手
と
手
を
取
り
合
っ
て

　
７
月
５
日
は
朝
か
ら
大
雨
が
続
き
、
午
後
か
ら
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開

始
が
発
令
さ
れ
、
す
ぐ
地
区
の
見
回
り
に
行
き
ま
し
た
。
川
は
既
に
増
水
し
、
道

路
や
橋
の
す
ぐ
下
ま
で
水
が
来
て
お
り
、
河
川
が
決
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

小
野
振
興
セ
ン
タ
ー
に
避
難
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
７
月
６
日
、
午
前
９
時
30
分
過
ぎ
に
梛
野
付
近
で
大
き
な
地
鳴
り
が
聞
こ
え
、

砂
煙
と
共
に
山
が
大
き
く
崩
落
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
土
砂
は
、
川
の
対
岸
の
道

路
を
越
え
て
民
家
に
流
れ
込
み
、
川
を
せ
き
止
め
家
屋
を
浸
水
さ
せ
ま
し
た
。
見

回
り
を
し
て
い
た
人
や
梛
野
公
民
館
に
避
難
し
て
い
た
人
た
ち
は
お
互
い
に
声
を

掛
け
合
い
、
高
台
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
災
害
発
生
後
は
多
く
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
環
境
の
良
い
避
難

所
へ
と
転
々
と
し
ま
し
た
。
誰
も
が
大
き
な
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
な
が
ら
も

表
に
は
出
さ
ず
、
協
力
し
合
い
大
変
な
避
難
生
活
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
昔
か
ら
培
わ
れ
た
地
域
の
絆
だ

と
思
い
ま
す
。
今
回
の
災
害
で
尊
い
若
い
命

を
失
っ
た
こ
と
は
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま

す
。
ま
だ
家
に
帰
れ
な
い
方
も
い
ま
す
。
今

後
は
人
命
第
一
、
自
助
、
共
助
を
柱
に
防
災

に
努
め
、
皆
さ
ん
と
共
に
復
興
に
向
け
進
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

小野地区鈴連町自治会長
野田髙德さん　

平成29年７月九州北部豪雨
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７・５
ー支援の記憶ー

平成29年７月九州北部豪雨

 日田市へ届いた支援金
（11月 17日現在）

　　■配分金（１次・２次）
　　　5 億 7,900 万円
　　■災害支援金
　　　3億 1,328 万 4,855 円
　　■ふるさと納税（災害寄附）
　　　4,291 万 4,148 円
 　合計　9億 3,519 万 9,003 円

ボランティア受け入れ状況
（11月 15日現在）

　　■災害ボランティアセンター
　　　9,340 人
　　■ひちくボランティアセンター
　　　1,153 人
 　合計　10,493 人

ボランティア受付中！
問ひちくボランティアセンター

☎090-5284-4733
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■自主財源（市が自主的に収入できる財源）
■依存財源（国や県等に頼った財源）

歳入額 378億7,951万7千円
（前年度比　-9億3,134万6千円）

歳出額 366億4,970万2千円
（前年度比　-6億7,912万7千円）

■歳出（目的別）

総務費（46億7,524万1千円）12.8％

民生費（126億8,964万8千円）34.6％

衛生費（27億3,946万9千円）7.5％

商工費（13億8,750万6千円）3.8％

土木費（37億4,407万3千円）10.2％

教育費（38億6,849万2千円）10.5％

公債費（44億8,912万1千円）12.2％

その他（15億2,413万9千円）4.2％

農林水産業費（15億3,201万3千円）4.2％

日田市の財政状況

※特定の事業を行うために一般会計と区別して設置してい
る特別会計は、全ての会計区分において黒字又は歳入歳
出同額決算となりました。
※公共下水道事業は、平成29年３月31日までの打切決算。
平成29年４月１日からは地方公営企業法の全部適用によ
って、公営企業会計へ移行しています。

■特別会計（緑色は歳入、黒色は歳出）
会計名 決算額

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

診療所事業

簡易水道事業

給水施設事業

公共下水道事業

特定環境保全公共下水道事業

農業集落排水事業

住宅新築資金等貸付事業

情報センター事業

103億7,231万7千円
99億8,473万4千円
8億3,686万9千円
8億3,329万5千円
66億6,654万5千円
66億1,274万7千円
1億6,669万8千円
1億6,669万8千円
6億3,122万円
6億1,496万円
2,340万8千円
2,255万5千円

18億5,339万1千円
18億5,247万8千円

2,903万1千円
2,903万円

2億2,603万3千円
2億2,585万2千円

243万7千円
239万7千円

5億6,728万6千円
5億6,706万3千円

※収益的収入及び支出…水道水の供給や施設の維持管理のために必要な経
費を中心とした営業活動による収支。

※資本的収入及び支出…水道施設の更新や整備などの建設に関わる収支。

■水道事業（緑色は歳入、黒色は歳出）
会計名 決算額

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

9億6,589万2千円
8億3,201万5千円
7,079万2千円

3億5,869万7千円

日
田
市
の
財
政
状
況

平
成
28
年
度

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い

た
税
金
の
ほ
か
、
国
・
県
か
ら
の
支
出

金
や
地
方
交
付
税
な
ど
が
、
ど
れ
く
ら

い
入
り
（
歳
入
）
、
ど
の
よ
う
な
事
業

に
ど
れ
く
ら
い
使
わ
れ
た
か
（
歳
出
）

な
ど
、
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
平

成
28
年
度
決
算
と
平
成
29
年
度
上
半
期

（
４
〜
９
月
）
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

形
式
収
支
で
約
12
億
３
千
万
円
の
黒
字

　
平
成
28
年
度
の
決
算
は
、
歳
入
総
額

３
７
８
億
７
９
５
１
万
７
千
円
、
歳
出

総
額
３
６
６
億
４
９
７
０
万
２
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
を
抑
制
し
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
た
結
果
、
形
式
収
支
で
約
12
億
３

千
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
う
ち
約
７
６
０
０
万
円

は
、
平
成
29
年
度
に
繰
り
越
し
て
取
り

組
む
事
業
の
財
源
と
な
り
ま
す
。

【
歳
入
】

　
市
に
入
っ
た
平
成
28
年
度
の
一
般
会

計
の
歳
入
は
３
７
８
億
７
９
５
１
万
７

千
円
で
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
皆
さ
ん

か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税
が
歳
入

総
額
の
20
・
８
％
を
占
め
、
78
億
６
３

６
５
万
９
千
円
と
な
り
、
国
か
ら
の
地

方
交
付
税
は
、
１
２
９
億
８
４
８
３
万

１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
依
存
財
源
と
自
主
財
源

　
依
存
財
源
と
は
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
よ
う
に
国
や
県
等
に
頼
っ
た
財
源

の
こ
と
を
い
い
、
一
方
、
自
主
財
源

と
は
、
市
税
や
使
用
料
・
手
数
料
な

ど
の
よ
う
に
市
が
自
主
的
に
収
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
自
主
財

源
の
割
合
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、

そ
の
使
途
の
決
定
に
お
い
て
自
主
性

が
高
い
と
い
え
ま
す
。

【
歳
出
】

　
歳
出
決
算
を
性
質
別
に
見
る
と
、
高

齢
者
や
児
童
な
ど
に
対
し
て
行
う
様
々

な
支
援
に
要
す
る
扶
助
費
が
80
億
６
５

５
６
万
３
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
い
で
、
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
に

要
す
る
経
費
で
あ
る
物
件
費
が
55
億
６

４
２
万
７
千
円
、
特
別
職
や
職
員
の
給

与
、
議
員
の
報
酬
な
ど
の
人
件
費
が
51

億
３
１
８
６
万
２
千
円
、
公
共
施
設
の

新
・
増
設
な
ど
に
要
す
る
普
通
建
設
事

業
費
が
48
億
６
９
９
８
万
２
千
円
、
建

設
事
業
を
行
う
と
き
な
ど
に
借
入
し
た

市
債
を
返
済
す
る
た
め
の
公
債
費
が
44

億
８
９
１
２
万
１
千
円
、
個
人
や
各
種

団
体
へ
の
補
助
金
交
付
な
ど
の
補
助
費

等
が
19
億
８
９
７
３
万
５
千
円
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

給水人口：49,333人／配水量：5,069,829㎥／
１日最大配水量：16,296㎥／１日平均配水量：13,890㎥／
一人１日最大配水量：330ℓ／総有収水量：4,641,748㎥
有収率：91,56％

■基金残高

185 190 195 200 205

189億7,945万8千円

191億9,796万6千円

201億7,175万2千円

Ｈ26

Ｈ27

Ｈ28

※条例に基づいて設置している基金は、特定の目的のた
めに活用する貯金です。

※人件費や扶助費、公債費など毎年必要となる経費を、
市税や地方交付税を中心とする比較的安定している収
入で割った指数が経常収支比率です。この比率が低い
ほど、道路や橋、学校などの公共施設の建設事業等に
一般財源を充てることができます。
※一般財源…歳入のうち市税などのように使途が特定され
ず、どのような経費にも使用することができる資金。

340

360

380

400

■一般会計決算規模の推移

379億
7,637万3千円

373億
2,882万9千円

395億
7,888万1千円 388億

1,086万3千円

平成26年度 平成27年度 平成28年度

378億
7,951万7千円

366億
4,970万2千円

　歳入
　歳出

90.9％

91.2％

Ｈ27

Ｈ28

60 70 80 90 100

■経常収支比率

■地方債残高

500 550 600 650

571億9,777万4千円

564億4,640万6千円

551億1,710万6千円

Ｈ26

Ｈ27

Ｈ28
※平成29年３月31日現在の
人口67,062人で計算。

１人当たり
約82万円

市税（20.8%）
78億6,365万9千円人件費（14.0%）

51億3,186万2千円

扶助費（22.0%）
80億6,556万3千円

物件費（15.0%）
55億642万7千円

補助費等（5.4%）
19億8,973万5千円

貸付金（1.4%）
5億3,072万3千円

繰出金（12.7%）
46億4,061万5千円

その他（3.1%）
11億3,331万7千円

公債費（12.3%）
44億8,912万1千円普通建設事業費

（13.3%）
48億6,998万2千円

災害復旧事業費
（0.8%）
2億9,235万7千円

自主財源
30.1%

依存財源
69.9%

歳入合計
378億
7,951万
7千円

歳出合計
366億
4,970万
2千円

使用料及び手数料
（2.0%）
7億5,408万9千円

繰入金（1.3%）
4億7,459万9千円

繰越金（2.2%）
8億5,203万4千円

諸収入（2.4%）
9億587万4千円

その他（1.4%）
5億4,704万9千円

地方消費税交付金
（3.2%）
12億724万8千円

地方交付税（34.3%）
129億8,483万1千円

国庫支出金
（14.2%）
53億
9,335万3千円

県支出金
（6.5%）
24億5,972万2千円

市債（10.3%）
39億933万円

その他（1.4%）
5億2,772万9千円
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上半期の財政状況
日田市の財政状況

平成29年度

９月末収入済額（収入率）
予算現額
黒色の（　）内は収入済額に対する市民
一人当たりの金額

９月末支出済額（執行率）
予算現額
黒色の（　）内は支出済額に対する市民
一人当たりの金額

歳出：９月末支出済額（支出率）
予算現額

歳入：９月末収入済額（収入率）

■一般会計　歳出予算の執行状況
議会費

（1,999円）
総務費

（2万1,289円）
民生費

（7万6,560円）
衛生費

（1万4,193円）
労働費

（1,283円）
農林水産業費
（5,917円）

商工費
（9,984円）

土木費
（1万9,029円）

消防費
（6,960円）

教育費
（2万1,266円）
災害復旧費
（2,397円）

その他
（3万2,836円）

2億6,237万5千円
1億3,396万4千円（51.1％）

34億4,193万8千円
9億5,107万8千円（27.6％）

9,637万8千円
8,600万3千円（89.2％）

21億7,426万4千円
3億9,651万円（18.2％）

11億9,082万5千円
6億6,900万円（56.2％）

47億3,509万3千円
14億2,652万円（30.1％）

143億2,286万3千円
51億3,012万円（35.8％）

39億4,421万1千円
12億7,508万3千円（32.3％）

10億9,238万1千円
4億6,638万4千円（42.7％）

37億9,272万2千円
14億2,499万5千円（37.6％）

47億9,313万3千円
22億26万7千円（45.9％）

37億6,524万2千円
1億6,058万5千円（4.3％）

■市有財産の状況
山林
その他

12,930,969.00m2

9,160,340.97m2

442,606.28m2

419,220千円
314,026千円

19,364,796千円

建物 
有価証券 
出資金 

基金（積立金）

土地

■地方債の残高

一般会計　360億1,072万2千円

簡易水道事業特別会計
23億7,201万2千円

農業集落排水事業特別会計
22億8,440万8千円

情報センター事業特別会計
8億3,597万1千円

その他
2億2,921万2千円

■一般会計　歳入予算の執行状況
市税

（6万4,953円）
地方交付税

（12万7,803円）
国県支出金

（3万742円）
分担金・負担金

（817円）
使用料・手数料
（4,433円）

市債
（0円）
その他

（3万6,960円）

77億3,395万8千円

126億5,134万4千円

101億5,764万8千円
5,475万5千円（27.4％）

2億9,702万7千円（40.1％）

（0％）
45億5,360万円

43億5,236万9千円（56.3％）

20億5,994万3千円（20.3％）

1億9,978万6千円

7億4,012万円

75億7,496万9千円
24億7,663万7千円（32.7％）

85億6,380万7千円（67.7％）

■特別会計歳入・歳出予算の執行状況

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

診療所事業

簡易水道事業

給水施設事業

特定環境保全
公共下水道事業

農業集落排水事業

住宅新築資金等
貸付事業

情報センター事業

170万7千円

150万7千円（88.3％）
1万4千円（0.8％）

105億8,176万2千円

40億7,913万1千円（38.5％）
42億6,612万2千円（40.3％）

8億7,768万8千円

2億5,294万5千円（28.8％）
1億6,524万7千円（18.8％）

69億9,410万4千円

26億9,118万3千円（38.5％）
28億7,492万円（41.1％）

1億8,020万5千円

3,236万9千円（18.0％）
7,599万9千円（42.2％）

6億5,797万5千円

6,558万6千円（10.0％）
1億7,806万6千円（27.1％）

5,944万9千円
549万円（9.2％）

3,343万1千円

530万7千円（15.9％）
1,209万8千円（36.2％）

2億7,684万5千円
1億2,002万3千円（43.4％）

1,129万3千円（4.1％）

6億9,397万2千円

1億939万4千円（15.8％）
3億4,409万3千円（49.6％）

市民税
（1万9,404円）

固定資産税
（3万4,380円）

軽自動車税
（3,224円）

市たばこ税
（3,664円）

入湯税
（300円）

都市計画税
（3,982円）

■市税の収入状況

27億8,596万6千円
13億21万8千円（46.7％） 27億5,107万9千円

37億4,582万円
23億371万2千円（61.5％） 40億7,154万1千円

2億2,652万4千円

2億1,602万円（95.4％）
2億3,627万円

4億9,226万3千円

2億4,551万5千円（49.9％）
2億4,554万2千円

4,555万1千円

2,008万8千円（44.1％）
2,150万4千円

4億3,783万4千円

2億6,681万6千円（60.9％）
4億7,726万2千円

問財政課財政係☎㉒８６３４（市役所４階）

調定額（歳入の内容を調査し、収入すべき金額のこと）
予算現額

９月末収入済額（予算現額に対する収入率）

縦軸の（　）内は収入済額に対する市民一人当たりの金額

（平成29年９月30日現在）
※市民１人当たりの額は平成29年９月30日現
在の人口６万7,008人で算出しています。

164万6千円（2.8％）

■水道事業（緑色は歳入、黒色は歳出）
会計名 執行額
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

4億483万9千円
1億4,788万2千円

422万3千円
1億2,672万9千円

給水人口：49,333人／配水量：2,618,120㎥
１日最大配水量：16,328㎥
１日平均配水量：14,307㎥
一人１日最大配水量：331ℓ
総有収水量：2,325,244㎥／有収率：88.81％

■下水道事業（緑色は歳入、黒色は歳出）
会計名 執行額
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

9億7,468万3千円
2億4,612万1千円
7,152万2千円
3億457万2千円

整備済面積：1,215.2ha
処理区域内人口：45,639人
水洗化人口：41,162人／水洗化率：91.2％
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●「心の相談員」の募集　―平成30年度問題を抱える子ども等の自立支援事業―

▼募集対象
　原則、認定臨床心理士、教育職員免許法に基づく教員
免許を有する人

※心理士、教員免許を有しない人も受け付けます。

▼募集数　若干名

▼任用期間（前期）
　平成30年４月３日㈫（予定）～９月30日㈰
　（任用期間後、更新の手続を行い平成30年10月１日
㈪～平成31年３月26日㈫が後期任用期間となります）

▼勤務時間
　１日６時間前後
　（ただし、年間1,015時間、週29時間程度で、学校の
状況に応じた運用を行うため、勤務の形態については
派遣校によって異なります）　

▼賃金
　１時間1,250円
　（通勤手当は日田市の臨時職員及び非常勤嘱託職員の
通勤手当に準じて支給されます）

▼申込方法
　履歴書（写真貼付）及び教員免許の写し（所有する
人）を教育センター（市役所別館１階）に持参

▼申込期限　12月28日㈭
※申込受付後、平成30年１月～２月に面接を実施し、３月末
までに結果を連絡します。
※詳細は、下記にお問い合わせください。

　学校へ行きたくても行けない不登校児童生徒が学校復帰するために、校長の指導の下、不登校児童生徒宅を訪問
し、児童生徒や保護者と面談の上、登校支援を行ったり、教室へ入れない別室登校生の学級復帰支援等を行う「心の
相談員」を募集します。
※現在6人が心の相談員として働いています。

問教育センター☎㉒１０１９（市役所別館１階）

問学校教育課指導係☎㉒８３２６（市役所別館２階）

●「補助職員」の募集　―日田市特別支援教育活動サポート事業―
　発達障がい等で特別な支援を必要とする小・中学生に対し、校長や担任の指導の下、学習
活動上のサポートや日常生活の補助等を行う補助職員を募集します。

▼募集対象
　原則、教育職員免許法に基づく教員免許を有する人
※教員免許を有しない人も受け付けます。

▼募集数　若干名

▼任用期間（前期）
　平成30年４月６日㈮（予定）～９月30日㈰
　（任用期間後、更新の手続を行い平成30年10月１日
㈪～平成31年３月26日㈫が後期任用期間となります）

▼勤務場所
　日田市内の小・中学校（勤務校は面接後決定）

▼勤務時間
　１日６時間前後
　（ただし、年間1,020時間、週29時間程度で、学校の
状況に応じた運用を行うため、勤務の形態については
配置校によって異なります）

▼賃金
　１時間1,000円
　（通勤手当は日田市の臨時職員及び非常勤嘱託職員の
通勤手当に準じて支給されます）

▼申込方法
　履歴書（写真貼付）及び教員免許の写し（所有する
人）を学校教育課（市役所別館２階）に持参

▼申込期限　12月20日㈬
※申込受付後、平成30年１月～２月に面接を実施し、３月末
までに結果を連絡します。
※詳細は、下記にお問い合わせください。

●日田市奨学生を募集

問教育総務課総務企画係☎㉒８２３４（市役所別館３階）

奨学金（高校等の在学中に貸与する資金）

▼申込資格
　次の①～⑤の要件を全て満たす満24歳以下の人
①平成30年度に高校、高専、専修学校（高等課程及び
専門課程に限る）、短大、大学に進学する人又はこ
れらの学校に在学中の人
②学業その他の優れた資質を有する者と認められる人
③保護者が引き続き２年以上市内に住所を有している人
④保護者が市税を完納している人
⑤経済的理由によって学資の資金調達が困難な人

▼貸与限度額
＜高校＞
　自宅　　月額8,000円
　自宅外　月額１万5,000円
※鉄道又はバスで通学を行う場合は、上記の月額に4,000円
を上限に加算できます。

＜高専＞　月額１万7,000円
＜専修学校・短大・大学＞　月額３万円
※入学準備金は、別途申込みが必要です。
※他の奨学金（日本学生支援機構等）との併給が可能です。

▼返済方法　卒業の日（進学の場合は、進学した学校
を卒業した日）から１年間据え置き、以降15年以内
（連帯保証人が必要）に月賦・半年賦・年賦・一括
のいずれかで返済。また、全部又は一部を繰り上げ
て返済することも可能

▼利息　無利子
※年度中途の申込みは、教育総務課にお問い合わせください。

入学準備金
（高校等に入学を予定する者の保護者に貸与する資金）

▼申込資格
　次の①～④の要件を全て満たす満24歳以下の生徒・
学生の保護者
①平成30年度に高校、高専、専修学校（高等課程及び
専門課程に限る）、短大、大学に進学する人の保護者
②引き続き２年以上市内に住所を有している人
③市税を完納している人
④経済的理由によって学資の資金調達が困難な人

▼貸与限度額
＜高校・高専＞　10万円以内
＜専修学校・短大・大学＞　20万円以内

▼返済方法　貸与終了後から６か月間据え置き、10万
円以下の場合は20月以内、10万円を超え20万円以
下の場合は40月以内、20万円を超えるときは60月
以内に原則月賦による返済。また、全部又は一部を
繰り上げて返済することも可能

▼利息　無利子

<共通>
※申込要項・用紙は、市役所別館３階教育総務課、各振興
局・振興センター及び市内の各中学校・高校に備え付けて
います。

▼申込期限
　平成30年１月31日㈬（土・日曜日、祝日を除く）

▼貸与の決定　書類選考で奨学金又は入学準備金の貸
与者を決定し、３月上旬頃までに申込者本人に通知

皆さんの意見を募集します！－パブリックコメント－

日田市子ども・子育て支援事業計画【‶ひたっ子"子ども・子育て応援プラン】改定（案）に伴う
意見募集　
　日田市子ども・子育て支援事業計画【“ひたっ子”子ども・子育て応援プラン】改定（案）について皆さんの意
見を募集します。　　　　

■閲覧場所　
　市ホームページ、市役所３日以内窓口、こども未来室、各児童館、チャイルドプラザ、子育て支援センター、
各振興局・振興センター、各地区公民館（各振興局・振興センター管内を除く10か所）
■意見の提出方法　
　住所・氏名を記載の上、市ホームページ、郵便、ファックス、持参のいずれかで提出
■意見の提出先　
　市役所３日以内窓口、こども未来室、各児童館、チャイルドプラザ、各振興局・振興センター
■募集期間　12月１日㈮～平成30年１月４日㈭
問〒８７７-８６０１（住所記載不要）
　こども未来室子育て支援係（市役所１階）☎㉒８３１７　　㉒８２５８
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●大巻伸嗣アーティストトークを開催します
　平成30年秋、大分県全域で国民文化祭及び全国障害
者芸術・文化祭が開催されます。期間中日田市では、
日田市複合文化施設ＡＯＳＥをメーン会場に現代美術
家・大巻伸嗣氏による展覧会を開催します。
　展覧会に先駆け、第33回国民文化祭・おおいた
2018プレイベントとして、大巻氏によるトークイベ
ントを開催します。同氏は「空間」「時間」「重力」
「記憶」をキーワードに、“物質と空間・存在”をテー
マに制作活動を行ってきました。このトークイベント
でこれまでの活動や来年日田市で発表する作品につい
ての話を聞くことができます。

▼とき
　12月16日㈯　午後４時～６時

▼ところ
　アオーゼ　多目的ホール

●インフルエンザに気を付けましょう
　毎年冬季を中心にインフルエンザが流行しています。
流行前に早めに予防を心がけましょう。

【予防】
・こまめな手洗いを心がけましょう。
・十分な休養とバランスの取れた食事を心がけましょう。
・乾燥しやすい室内では、加湿器などを使って、適切な
湿度（50～60％）を保ちましょう。

【症状のある人は】
・医療機関を早期に受診し、無理して学校や職場などに
行かないようにしましょう。
・マスクを着用するなど「咳エチケット」を心がけま
しょう。
・人混みや繁華街への外出を控えましょう。

問社会教育課文化振興係☎㉒６８６８（アオーゼ内）

問健康保険課保健医療係☎㉔３０００（ウェルピア内）

●新規定期使用団体の受付開始
平成30年度日田市複合文化施設ＡＯＳＥ（アオーゼ）

●平成30年日田市成人式を行います
20歳を迎える皆さんへ第33回国民文化祭・おおいた2018プレイベント

　平成30年度に年間を通して日田市複合文化施設Ａ
ＯＳＥを定期的に利用する新規団体の登録申請を受け
付けます。

▼利用できる施設
　音楽室、練習室、会議室１・２・３、
　体験学習室１・２

▼登録の基準
①社会教育法第20条（※）に該当する活動を目的と
した団体であること
②講師がその団体を主宰する団体は除く
③自主的な教育活動を行い、その学習活動や内容が明
確であること
④日田市在住又は市内在勤者で、おおむね５人以上で
構成される団体であること
⑤原則として新たに参加を希望するものが適宜加わる
ことのできる団体であること
⑥営利を伴うものや政治・宗教活動を目的としない団
体であること

※日田市及び日田市教育委員会が主催事業で利用する場
合、登録の許可にかかわらず、公共的利用を優先し、団
体の利用中止又は利用日程の変更を求めることがありま
す。
※社会教育法第20条　公民館は、市町村その他一定区域内
の住民のために、実際生活に即する教育、学術及び文化
に関する各種の事業を行い、もって住民の教養の向上、
健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会
福祉の増進に寄与することを目的とする。

▼提出書類
・登録申請書（様式第１号）
・会員名簿（様式第２号）
・年間活動計画書（様式第３号）
※申請書類は、市ホームページからダウンロードできます。

▼受付期間
　12月11日㈪～25日㈪（期限厳守）
　平日　午前８時30分～午後５時
※土・日曜日、祝日を除く。

▼受付場所
　アオーゼ１階　社会教育課

　申請を受付けたのち審議を行い、平成30年１月下
旬に登録の承認有無の通知をします。
　なお、登録が承認されなかった団体は、通常の利用
申請の手続きとなります。

問社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８（アオーゼ内）

▼とき
　平成30年１月７日㈰
　式典　午前11時～
　（受付時間　午前10時～）

▼ところ
　パトリア日田　大ホール

▼対象
　平成９年４月２日～平成10年４月１日に生まれた人
※日田市に住民票がある人には、12月上旬に案内状を送付
します。
※市外在住で出席を希望する人は社会教育課に連絡をして
ください。案内状を送付します。

問社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８（アオーゼ内）

～咳エチケット～
①咳やくしゃみをするときは、他の人に向けて発せず
にハンカチやティッシュで口を覆う。
②咳やくしゃみのあるときは、
出来るだけマスクをする。
③咳やくしゃみを受け止めたと
きは、すぐに手を洗う。
④使用したティッシュは、ゴミ
箱に捨てる。

おおまき しん  じ

国民文化祭とは

　国民文化祭は、全国各地で様々な文化活
動に親しんでいる人たちが集まり、発表や
共演、交流を行うことによって、国民の文
化活動への参加の機運を高め、新しい芸術
文化の創造を促すことを狙いとした国内最
大の文化の祭典です。
　国民文化祭には、文化庁、開催都道府
県、開催市町村及び文化団体等によって実
施される主催事業と、国民文化祭の趣旨に
賛同した全国の自治体・文化団体・企業等
が実施する協賛事業があります。
　平成29年度は、「日本文化の源流を探
る」、「文化の今を楽しむ」、「文化芸術
立国の礎を築く」、「障害のある人とない
人の絆を強く」を基本理念に、「第32回
国民文化祭・なら2017」が奈良県で開催
されました。
　平成30年度には大分県、平成31年度に
は新潟県において開催されます。現代美術家 ▼

大巻伸嗣氏
撮影：Paul Barbera/where they create

早めの予防を
心がけしましょう
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図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

　
な
お
、
変
更
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
に
よ
っ
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　12
月
４
日
㈪
〜
18
日
㈪

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

■
と
こ
ろ
　市
役
所
５
階
　
都
市
整
備
課

問
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
・

部
分
耐
震
改
修
補
助
の
受
付
終
了

　
平
成
29
年
度
耐
震
診
断
補
助
及
び
耐
震

改
修
補
助
・
部
分
耐
震
改
修
補
助
の
申
込

くらしの情報

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

次回の広報ひた12月15日号は、12月15日㈮に発送します。Information 12.１　

タ
ウ
ン
情
報

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

共に囲む食卓から生きる力を

　共働き世帯の増加や核家族化など、生活スタ
イルの多様化によって、幅広い年代にみられる
『孤食』。
　文字通り「ひとりで食事をする状態」を指し
ますが、孤食は孤独感を強く感じるばかりでな
く、好きな時に好きな物を食べる傾向から、栄
養バランスの偏りや生活習慣の乱れを引き起こ
しやすいなどの問題が指摘されています。
　そのような中、「食育基本法」に基づいた国
の計画や日田市食育推進計画では、子どもや高
齢者の孤食に対する支援として『共食』の推進
を掲げています。共食とは、誰かと共に食事を
することですが、計画の中では「何を作ろう
か」と相談しながら料理を作ることや食後に料
理の感想を語り合うことも共食に含まれるとさ
れています。
　2012年頃から子どもの貧困対策のひとつとし
て注目されている“子ども食堂”では、家庭で孤食
になりがちな子どもにも無料もしくは安価で栄
養満点な食事や団らんの場を提供しており、子
どもの共食推進にも重要な役割を果たしていま
す。また、子ども食堂の中には高齢者の孤食支
援として、誰でも利用できる食堂もあります。
ただ、残念なことに思い描いたような利用には
結びついていない状況です。
　内閣府が作成した「高齢社会白書」では、65
歳以上の一人暮らしは年々増加しているとされ
ています。恐らくは、それに合わせて高齢者の
孤食も増加の一途をたどっていると推測できま
す。高齢者の孤食は、低栄養の状態になりやす
い事やうつ病を発症しやすいという結果が報告
されており、要介護状態につながることが懸念
されています。
　誰かと一緒に食卓を囲むことで、規則正しい
食事や食欲の増進につながり“生きる力”が育まれ
ます。誰かと語らいながらの食事から社会との
接点が生まれます。
　高齢者の方々がいきいきと地域で暮らし続け
るためにも『共食』の機会拡充が急務となって
います。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

受
付
が
左
記
の
期
日
で
終
了
し
ま
す
。
住

宅
の
耐
震
化
を
考
て
い
る
人
は
、
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
補
助
額
・
申
込
期
限

・
耐
震
改
修
（
限
度
額
80
万
円
）
　

　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の
２

　
12
月
22
日
㈮

・
部
分
耐
震
改
修

　
（
限
度
額
60
万
円
・
30
万
円
）
　

　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の
２

　
12
月
22
日
㈮

・
耐
震
診
断
（
限
度
額
３
万
円
）
　

　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の
２

　
平
成
30
年
１
月
31
日
㈬

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

三
世
代
同
居
世
帯
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
費
補
助
の
受
付
終
了

　
平
成
29
年
度
日
田
市
三
世
代
同
居
世
帯

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
費
補
助
の
申
込
受

付
が
左
記
の
期
日
で
終
了
し
ま
す
。

■
補
助
額
・
申
込
期
限

・
三
世
代
同
居
世
帯
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事

業
費
（
限
度
額
75
万
円
）
　

　
補
助
対
象
費
用
の
２
分
の
１

　
12
月
22
日
㈮

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
に
受
け
取
り
で
き
ま
す

　
市
役
所
の
開
庁
時
間
に
都
合
の
つ
か
な

い
人
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
12
月
24
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

日
本
政
策
金
融
公
庫

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、
短

大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外

国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る

子
供
の
い
る
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な

融
資
制
度
で
す
。

■
融
資
額

　
子
供
1
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

■
金
利
　
年
１
・
７
６
％

※
母
子
家
庭
の
人
な
ど
は
年
１
・
３
６
％
。

　
（
平
成
29
年
11
月
10
日
現
在
）

■
返
済
期
間
　
15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
人
な
ど
は
18
年
以
内
。

※

詳
細
は
左
記
の
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

　
☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

　

年
金
の
予
約
相
談
を
実
施

　
　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
全
国
の
年
金
事
務

所
で
年
金
相
談
の
予
約
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
年
金
事
務
所
の
窓
口
で
年
金
請
求
の
手

続
き
や
、
受
給
し
て
い
る
年
金
に
つ
い
て
の

相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
是
非
、
予
約
相
談

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
受
付
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

食
育
健
康
料
理
教
室

　
市
栄
養
士
に
よ
る
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
電
子
レ
ン
ジ

を
使
っ
た
簡
単
料
理
」
で
す
。
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
12
月
16
日
㈯
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ
　

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
栄
養
実
習
室

■
費
用
　
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
募
集
数
　12
人
　

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
12
月
７
日
㈭

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

貸
付
農
園
利
用
者
を
募
集

　
市
内
在
住
の
人
を
対
象
に
、
石
井
工
業

団
地
内
に
あ
る
貸
付
農
園
の
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。

■
貸
付
期
間
　

　
契
約
日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯

■
貸
付
区
画
　

　
１
区
画
（
約
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）

■
利
用
料
　
無
料

■
貸
付
条
件
　

①
野
菜
・
花
等
を
栽
培
（
樹
木
の
栽
培
は

不
可
）

②
営
利
目
的
の
作
物
栽
培
は
不
可

■
申
込
期
限
　
12
月
15
日
㈮

※
貸
付
者
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

※
申
込
み
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
企
業
立
地
推
進
室
企
業
立
地
推
進
係

　
☎
㉒
８
３
１
３
（
市
役
所
３
階
）

　大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

平
成
30
年
度
訓
練
生
募
集
（
前
期
）

□
募
集
期
間

　
12
月
１
日
㈮
〜
27
日
㈬

□
募
集
内
容
　
　

①
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
　

②
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
　

□
募
集
数
　
各
20
人
（
定
員
）

□
訓
練
期
間

・
入
校
　
平
成
30
年
４
月
10
日
㈫

・
修
了
　
平
成
31
年
３
月
14
日
㈭

□
授
業
料
　
無
料

※
教
科
書
等
の
実
費
が
必
要
。

※
詳
細
は
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

住
ま
い
の
無
料
相
談
会

　
お
正
月
を
前
に
住
ま
い
の
傷
み
に
つ
い

て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
12
月
17
日
㈰
　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
咸
宜
公
民
館

問
一
般
社
団
法
人
日
田
職
人
会
（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

食
品
適
正
表
示
に
か
か
る
講
習
会

　
今
年
の
９
月
に
改
正
さ
れ
た
食
品
表
示

法
に
つ
い
て
、
改
正
点
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
12
月
20
日
㈬
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
１
階
　
研
修
室

□
対
象
　
食
品
製
造
者
、
流
通
販
売
業
者

□
募
集
数
　
30
人
（
先
着
順
）

□
受
講
料
　
無
料

□
申
込
期
限
　
12
月
13
日
㈬

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
食
品
衛
生
協
会

　
☎
㉔
０
７
０
０

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

□
と
き
・
と
こ
ろ

　平
成
30
年
１
月
14
日
㈰
　

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

　
咸
宜
公
民
館

□
テ
ー
マ
　
ゲ
ー
ム
好
き
、
テ
レ
ビ
好

き
、
う
ち
の
子
大
丈
夫
？

問
家
庭
倫
理
の
会
日
田
市
子
育
て
委
員
会

☎
０
８
０‐

１
７
２
４‐

３
９
８
３
（
穴
井
）

募
集

くらしの情報
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まちの話題
日田

笑顔で帰れるよう
　10月24日、平成29年度行政相談委員総務大臣表
彰を受賞した矢羽田哲雄さんが、市長報告に訪れ
た。矢羽田さんは、平成17年から10年以上にわた
って、地域住民から行政上の苦情や要望を受けて、
助言や関係行政機関に対する改善の申入れ等を行っ
てきた。「相談者が、最後には笑顔で帰れるよう
に」と願い、活動をしてきた。

地域社会の発展を目指す
　10月24日、スノーピーク奥日田キャンプフィー
ルドで、「日田市と株式会社スノーピークとの包括
連携協定」の締結式が行われた。
　今回の締結で、椿ヶ鼻ハイランドパークの管理運
営だけでなく、培われてきたアウトドアの知見を生
かし、広く奥日田エリアの観光振興をはじめ、様々
な活動において連携・協力していくことになる。

駐日各国大使、「日田梨」を視察
　10月31日、大分県ブランド戦略品目であり、海
外輸出が展開されている日田梨の視察に、15か国
の駐日大使が日田梨園地を訪れた。梨の収穫や試食
を体験した後、日田梨選果場に移動し、ＪＡおおい
た日田梨部会梶原部会長から説明が行われた。各国
大使は「日田梨は美味しい」と高く評価し、温かい
おもてなしに喜んでいた。

チューリップに囲まれて迎える春
　10月30日、復興支援として、久留米市の株式会社
平田ナーセリーから市内の全小学校に、200球ずつ
（計3,600球）チューリップの球根が寄附された。
　児童たちは、寄附された球根を手に取り、春には
色とりどりのチューリップが満開になる様子を思い
描きながら、友達と一緒に楽しそうに学校の花壇に
丁寧に植えていた。

山林火災に備えて連結送水訓練
　11月12日、日田市消防団大山方面団団員75人が
参加し、高取地区で、連結送水訓練を行った。この
訓練は、秋の火災予防週間に合わせ毎年行われてお
り、山林火災を想定し、ポンプ10台、消防ホース74
本を使用し、総延長約1,500メートルをつないで、
火点へと放水を行った。参加した団員は、日頃の訓
練が重要と気を引き締めて訓練にあたっていた。

楽しく人権を学ぶ
　11月１日、大山文化センターで、大分県観光特
使の矢野大和氏を講師に迎え、大山町人権講演会、
男女共同参画セミナーが開催された。「笑って元
気！話してわかる男と女」と題し、男女が尊重しあ
うことの大切さを講演した。落語家でもある講師の
話術に、参加者は「楽しみながら、人権を学ぶこと
ができた」と感想を語っていた。

上津江の自然を満喫
　11月12日、川原地区で、「上津江四つ城山と千
年桜の郷ウォーキング大会」が開催された。今回で
４回目となるこの大会は、道の駅せせらぎ郷かみつ
えをスタート・ゴールとする全長７キロメートルの
コースで行われ、市内外から110人が参加した。当
日は天気にも恵まれ、参加者は上津江の豊かな自然
を満喫しながら歩いていた。

小川原地区収穫祭
　10月22日、小川原地区の小川原公民館で収穫祭
が開催された。あいにく、雨の中での開催となった
が、40品を超える丹精込めて作られた野菜がテー
ブルの上にずらりと並んだ。また、５種類の新米を
食べてその品種を当てる「きき米コンテスト」や、
バーベキューも行われ、参加者はとても楽しい一日
を過ごした。

大山

上津江
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まちの話題

奥日田の実りの秋
　９月下旬から11月にかけて、前津江町大野にあ
る柚子園では、柚子の収穫が行われる。この時期の
柚子は、緑色から黄色への色変わりが美しく、柚子
胡椒や青果として食卓に欠かせない旬の食べ物とな
っている。近年、その味や香り、色合いなどから料
理や化粧品などにも利用され、人気も高く地域の特
産品となっている。
　11月１日には福岡のテレビ局が、柚子を使った
おいしい鍋料理や高原でドラム缶を使った爽快な露
天風呂体験、また柚子作りに励む家族の頑張りや羊
の花ちゃんの草取りなど紅葉の美しくなった奥日田
の実りの秋として紹介した。
　

バラの香りに包まれて
　10月30日～11月５日にかけて、ローズヒルあま
がせで、「秋のバラフェア」が開催された。お楽し
み抽選会や、バラの鉢物販売、バラの育成相談が行
われたほか、天ヶ瀬温泉に宿泊した先着200人に
は、バラの鉢物がプレゼントされた。会場を訪れた
多くの人たちは、秋深まる五馬の台地で、バラの花
と香りを楽しんだ。

見て見て、大きいのが採れたよ！
　10月26日、五馬保育園・さかえ保育園・あまが
せ保育園の園児46人が、ローズヒルあまがせで、
サツマイモ掘りを体験した。
　園児たちは、掘り出したサツマイモを、友達や先
生に嬉しそうに見せていた。収穫後は、同じ畑で採
れたサツマイモを大学芋などに調理し、美味しそう
に食べていた。

中津江村人権講演会
　10月19日、中津江振興局で、中津江村人権講演
会が開催された。講師に福岡県立大学名誉教授の森
山沾一氏を招き、「いちどかぎりの輝く人生」と題
した講演が行われた。「高齢者の姿と悩み」や「人
とのつながり」など身近な場所にある人権につい
て、自分自身の体験談やユーモアを交えた分かりや
すい内容に、参加者は終始聞き入っていた。

ゴールを目指して
　10月14日・15日、カメルーン代表キャンプ地と
なったことを記念し始まった「カメルーン杯中津江
村ジュニアサッカーフェスティバル」（中津江村地
球財団主催）が鯛生スポーツセンターで開催され
た。12回目となった今回は、県内外から11歳以下
の16チームが参加。子供たちは、芝生のグラウン
ドを駆け回り、ゴールを目指していた。

椿ヶ鼻で水源の森づくり
　10月28日、中野市有林や椿ヶ鼻ハイランドパー
クで、「椿ヶ鼻水源の森づくり事業」が行われた。
筑後川の下流域の高校生や日田林工高校の生徒など
40人が参加し、間伐作業や植樹を行い、水源林の
大切さや治水の必要性などを学んだ。雨の中、積極
的に作業を行い「頬をつたう雨もやがて下流域に届
く水」と水の恵みに感謝していた。

高齢者がスポーツで交流
　10月14日、前津江小・中学校のグラウンドを中
心に「高齢者スポーツ大会」が開催された。好天に
恵まれ、ペタンク、ゲートボール、グラウンドゴル
フの３種目の競技が行われ、和気あいあいとした雰
囲気の中にも勝負競技では真剣なプレーが見られ
た。参加した人たちからは、「こういう機会がある
といいね」と明るい言葉が聞かれた。

天瀬

中津江

前津江

せんいち
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防災活動に貢献

　山本岳人さん
（元 日田市消防団員）

産業の振興に貢献

　佐藤 実さん
（前 日田地域技能士会会長）

治安維持・安全功労

井上英樹さん
（暴力追放県民会議
　暴力追放推進員）

　様々な活動を通じ、地域の発展に貢献した人を表彰する市政功労者表彰式が11月３日、パトリア日田
で行われ、９人に賞状と記念品が贈られました。（順不同）

長年にわたり、市政発展に貢献した人を表彰

治安維持・安全功労

五和地区
防犯推進委員会
（自主防犯パトロール隊）

瑞宝双光章
教育功労

穴井幸雄さん
（元 公立小学校長）

瑞宝単光章
消防功労

久野義一さん
（元 日田市消防団副団長）

瑞宝単光章
防衛功労

松木良和さん
（元 ３等陸尉）

農林水産功労

石鞍正幸さん
（素材生産林家）

瑞宝単光章
消防功労

佐藤利文さん
（元 日田市消防団副団長）

旭日双光章
地方自治功労

佐竹利雄さん
（元 日田市議会議員）

瑞宝双光章
防衛功労

穴井祥雄さん
（元 ３等海佐）

平成29年度日田市政功労者

故

故

市政の振興に貢献

一木俊廣さん
（現 日田市、日田玖珠広域
　消防組合公平委員会委員長）

市政の振興に貢献

豊福淑子さん
（現 統計調査員）

産業の振興に貢献

武内光太さん
（元 日田木材協同組合理事長）

民生の安定に貢献

長谷部 篤さん
（前 日田市民生委員
　児童委員協議会会長）

市政の振興に貢献

樋口文雄さん
（前 日田市議会議員）

農業の振興に貢献

伊藤勝治さん
（元 日田市農業委員）

くらしの安全の向上に貢献

武内秀行さん
（元 日田市交通指導隊隊長）

藍綬褒章
更生保護功績

津山明照さん
（現 保護司）

地方自治功労

石松 博さん
（大分県自治会連合会理事）

瑞宝単光章
消防功労

梶原秀𠮷さん
（元 大分県日田玖珠広域　
　消防組合消防司令）

平成29年秋の褒章

平成29年秋の叙勲

平成29年危険業務従事者叙勲

平成29年大分県功労者
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今
年
も
数
々
の
作
品
で
豆
田
の
夜
は
幻
想
的
な
空
間
を
作
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
の
豪
雨
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
日
田
。

　
被
災
地
の
復
興
を
祈
る
よ
う
に
、
花
月
川
や
豆
田
の
町
並
み
は
優
し
い
光
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
九
州
の
天

領
を
統
括
し
た
「
西
国
筋

郡
代
」
を
再
現
す
る
時
代

行
列
。
秋
晴
れ
の
青
空
の

も
と
、
約
１
５
０
人
か
ら

な
る
行
列
の
先
頭
を
歩
く

の
は
、
郡
代
と
そ
の
奥
方

に
扮
し
た
平
川
智
也
さ
ん

と
陽
子
さ
ん
ご
夫
妻
。
沿

道
か
ら
の
祝
福
の
拍
手
に

笑
顔
で
応
え
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
高
校
生
な
ど

が
武
士
や
腰
元
に
扮
し
、

行
列
を
華
や
か
に
彩
り
ま

し
た
。
今
年
は
、
復
興
支

援
の
た
め
、
青
森
県
弘
前

市
か
ら
３
０
０
年
の
伝
統

を
誇
る
「
弘
前
ね
ぷ
た
」

も
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
時
代
行
列
を
一
目

見
よ
う
と
、
大
勢
の
観
客

が
沿
道
に
詰
め
寄
せ
、
写

真
を
撮
る
な
ど
し
て
天
領

の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　 第
38
回

日
田
天
領
ま
つ
り

第
13
回

千
年
あ
か
り
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新刊情報

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午後６時まで）

おいでよ！
　　　おはなし会
□とき
　12月９日㈯　
　午後３時～４時
　12月23日㈷
　午前11時～正午
□ところ
　児童コーナー

  

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ

<作り方>
① 大根は皮をむいて１センチの角切りにする。
② 鍋に大根と水、コンソメを入れ、柔らかくなるまで煮る。
③ ②とご飯をミキサーにかけ、牛乳と塩と一緒に鍋で温めなおす。
④ 器に盛ったら黒こしょうをかける。

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００

■材料■　（２人分）
大根　　　　　　　　120g
水　　　   １と１/４カップ
コンソメ（顆粒）       1.5g

　大根は葉の付け根の部分は甘く、先端になるほど辛味が強くなるので、料理に
よって使い分けるのがポイントです。生で食べるときは葉に近い部分、煮物など
加熱する料理には真ん中の部分、先端はみそ汁などに使うとよいでしょう。

　咸
宜
園
で
は
構
内
の
授
業
だ
け
で
な

く
、
と
き
に
は
師
弟
同
行
し
て
、
と
き
に

は
塾
生
た
ち
だ
け
で
、
し
ば
し
ば
周
辺
の

山
野
、
河
川
、
神
社
・
仏
閣
な
ど
に
出
向

き
、
弁
当
を
開
い
て
食
事
を
し
、
詩
を
詠

む
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
塾
の
休
日
で
あ
る
「
放

学
」
、
山
歩
き
を
し
た
「
遊
山
」
が
淡
窓

の
日
記
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。

　今
号
で
は
、
放
学
・
遊
山
の
地
と
し
て

の
「
加
々
鶴
・
長
谷
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
、
淡
窓
は
七

十
二
歳
の
と
き
、
山
田
常
良
（
京
屋
作
兵

衛
）
の
招
待
を
受
け
、
長
谷
に
出
か
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
常
良
が
出
資
し
て
改
修

し
た
長
谷
の
道
路
を
見
に
行
っ
た
も
の
で

す
。
淡
窓
は
駕
籠
に
乗
り
、
塾
生
数
名
を

伴
っ
て
出
か
け
、
別
に
青
邨
・
林
外
・
五

岳
・
常
良
は
船
に
乗
っ
て
川
を
下
り
、
後

か
ら
追
い
つ
き
先
に
長
谷
の
茶
店
で
待
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
店
の
二
階
で
弁
当
を

開
い
て
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
そ
の
後
、
久

留
米
に
行
く
常
良
と
別
れ
て
、
五
岳
ら
と

帰
っ
て
い
ま
す
。

　改
修
し
た
道
は
、
筑
後
川
の
左
岸
に
沿

う
筑
後
へ
の
道
路
で
あ
り
、
も
と
も
と
文

化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
、
石
井
の
豪

農
・
樋
口
安
左
衛
門
が
出
資
し
て
切
り
開

い
た
加
々
鶴
新
道
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

道
に
は
、
ま
だ
危
険
な
場
所
や
ぬ
か
る
ん

で
い
る
所
も
あ
っ
た
た
め
、
山
田
常
良
が

石
畳
を
敷
い
て
整
備
し
た
の
で
し
た
。

　な
お
、
常
良
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五

〇
）
に
も
、
私
財
を
投
じ
て
伏
木
峠
下
の

石
坂
の
石
畳
道
の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
経
緯
を
記
し
た
「
石
阪
修
治
碑
」
は

淡
窓
が
書
い
た
も
の
で
、
今
も
石
畳
道
の

傍
ら
に
建
っ
て
い
ま
す
。

　加
々
鶴
新
道
に
つ
い
て
は
、
完
成
後
の

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
、
淡
窓
二
十
五

歳
の
と
き
、
当
時
の
羽
倉
代
官
に
命
ぜ
ら

れ
て
「
加
々
鶴
新
道
碑
」
を
書
い
て
い
ま

す
。
自
叙
伝
『
懐
旧
楼
筆
記
』
の
回
想
に

よ
る
と
、
代
官
の
命
に
よ
り
地
元
か
ら
資

金
を
出
資
さ
せ
て
施
工
し
た
も
の
を
、
地

元
か
ら
進
ん
で
造
っ
た
と
記
す
よ
う
に

と
、
代
官
か
ら
修
正
さ
せ
ら
れ
た
も
の

で
、
内
容
が
事
実
と
異
な
る
部
分
が
あ

り
、
淡
窓
は
こ
の
碑
文
は
若
い
時
の
拙
い

文
章
で
あ
っ
た
と
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
田
地
域
の
碑
文
な
ど
に
対
し

て
、
淡
窓
が
文
章
を
寄
せ
た
初
め
て
の
事

例
で
し
た
。

　長
谷
に
遊
ん
だ
時
の
こ
と
は
、
碑

銘
「
長
溪
に
遊
ぶ
の
記
」
に
詳
し
く
書
か

れ
て
お
り
、
こ
の
中
で
「
楓
錦
柿
緋
、
正

に
反
照
を
与
に
し
相
ひ
媚
ぶ
」
と
、
紅
葉

し
た
楓
や
赤
い
柿
の
実
と
、
夕
陽
が
と
も

に
美
し
く
映
え
て
い
る
景
色
を
描
い
て
い

ま
す
。
現
在
こ
の
碑
は
長
谷
神
社
の
前
に

建
っ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
長
谷
の
こ
と
を
詠
ん
だ
漢
詩
を

紹
介
し
ま
す
。

　清
風
欸
乃
を
吹
き

　山
水
緑
蒼
々
た
り

　忽
ち
到
る
盤
渦
の
処
　

　歌
声
小
に
し
て
颺
ら
ず

（
清
ら
か
な
風
が
舟
を
漕
ぐ
舟
歌
の
声
を

吹
き
去
り
、
山
や
川
の
緑
が
青
々
と
し
て

鮮
や
か
で
あ
る
。
突
然
に
渦
巻
き
の
あ
る

と
こ
ろ
に
差
し
か
か

る
と
、
さ
す
が
に
歌

声
は
小
さ
く
な
っ
て

高
く
揚
が
ら
な
い
）

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－　23

地域の自然や文化遺産を活用した教育
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　 石井方面　̶加々鶴・長谷̶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 たんそうさん問世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８

英国の郷土菓子　お茶を楽しむ
「ブリティッシュプディング」の
レシピブック
砂古玉緒／著
講談社
　こんなお菓子、見たことない！！
まだ、知られていなかった英国郷土
菓子って発見がいっぱい！日本の材
料で作りやすく紹介し、本場の味を
再現。

もふもふ動物　学研の図鑑
ＬＩＶＥｆｏｒガールズ
今泉忠明／監修　
学研プラス
　この本には、思わず「かわいい！」っ
て言っちゃうようなとっておきのもふも
ふ動物がとうじょうするよ。身近なネコ
やイヌ、ハムスターから世界のとおく、
森やこおりの上にすむ動物まで、いろい
ろな動物と出会えるよ。

吹上奇譚　第１話　ミミとこだち
吉本ばなな／著
幻冬舎
　その街では、死者も生き返る。現実
を夢で見る「夢見」。そして屍人を自
在に動かす「屍人使い」。二つの能力
を私は持っている。吉本ばなながつい
に描いた渾身の哲学ホラー小説。書き
下ろし長編。

大好き図書館！
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12月の休館日（○…休館日）

10
17

３

24
31

ゆ
さ
ん

ご飯　　　　　　　 30g
牛乳　　　  １/２カップ

あ
い
だ
い

た
ち
ま
い
た

ば
ん
か

あ
が

み
ど
り
そ
う
そ
う

と
も

ふ
う
き
ん
し
ひ

こ

大根のポタージュ

塩　　　　　　 少々
黒こしょう 　　適量

あ

な
が
た
に

つ
ね
よ
し

か
　ご

レ イ ア ウ ト
児童開架室等の

が変わりました！

　
低いテーブルを設置
テーブルに絵本を置いて読むことができます！

絵本
　　コーナー 大型絵本

　　コーナー

大型絵本コーナー設置
これまで書庫で保管していた大型絵本を自由に見る
ことができます！

新着本
　コーナ

ー

２階
　会議室

ソファーを増設

遊長渓記碑（現地写真）

宿題など勉強をするときは２階会議室を
利用してください！
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成29年10月31日現在） 

■人口　
　66,982人
　（前月比-26人）
・男　31,712人
・女　35,270人
■世帯数
　27,399世帯

　★わくわく制作
　クリスマス飾り
　７日㈭・８日㈮　10:30～
★クリスマス会
　　15日㈮　11:00～
　　23日㈷　11:00～
　ママのための３Ｂ体操
　19日㈫　11:00～　
　★チャレンジキッズ
　お正月飾りを作ろう！
　26日㈫　10:30～

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　12月の主な催し　　

天瀬児童館　☎57８９２２

●年賀状作り
　　７日㈭　10:30～11:30
　　９日㈯　10:30～11:30
★クリスマス会
　16日㈯　10:30～11:30
※予約は12月７日㈭まで。
●お話し会
　　20日㈬　15:30～
　　21日㈭　10:30～ ９:00～17:30

月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎52２９０１

●年賀状作り
　　６日㈬　10:30～
　　９日㈯　10:30～　　
　クリスマス会
　16日㈯　10:00～
　クリスマス制作
　20日㈬　10:30～
　

まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

●せいまお兄さんと遊ぼう
　19日㈫　10:00～11:00
●ランチｄａｙ
　21日㈭　10:00～
●クリスマスお誕生会
　26日㈫　10:00～12:00

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★Ｘ’ｍａｓ制作
　６日㈬　９:30～12:00
※募集数20人、材料費100円。
★イクメンサタデイ④
　～クリスマスケーキ作り～
　16日㈯　10:30～
※募集数10世帯、材料費1,000円。
★Ｘ’ｍａｓ会　※募集数20人。
　22日㈮　10:30～

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★ママヨガ
　12日㈫・26日㈫　
　11:00～12:00
●身体計測
　21日㈭　11:00～12:00　
●お誕生会
　25日㈪　11:00～12:00
※誕生者は30分前に集合。

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

★リトミック
　11日㈪　11:30～12:00
★もちつき
　21日㈭　10:00～12:30
★親子クッキング
　22日㈮　10:00～12:30
★クリスマスパーティー
　25日㈪　10:30～12:30

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

乳

乳

乳

乳

小

乳

９:30～12:30、13:30～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ12
　２月に誕生日を迎える３歳までのお子さんが対象です。１月１日までにお申し込みください。
（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

ゆうのすけ
詣坂悠之佑ちゃん
（３歳・財津町）

ゆうた
河﨑優太ちゃん
（２歳・京町）

まさき
織田将輝ちゃん
（２歳・丸山２丁目）

ゆうと
髙倉結斗ちゃん
  （１歳・玉川町）

増田てまりちゃん
（１歳・内河町）

たけひろ
城全岳大ちゃん
（１歳・誠和町）

しょうと
平川翔登ちゃん
（１歳・下井手町）

本多 凪ちゃん
（３歳・前津江町大野）

なぎ
伊東澪央ちゃん
（３歳・北友田１丁目）

み  お

立花春弥ちゃん
（１歳・丸山２丁目）

はるや

金古宗士ちゃん
（２歳・天神町）

そうし

小

乳

乳

小

小

小

小

菱川あかりちゃん
（１歳・藤山町）

れい
赤星 伶ちゃん
（１歳・中津江村栃野）

なぎ
渡邉 凪ちゃん
（１歳・港町）

こうや
中村紘也ちゃん
（１歳・中釣町）

　　　

は  な
橋本華苺ちゃん
（３歳・田島３丁目）

ほのか あやか さくらこ
上谷桜子ちゃん
（２歳・丸の内町）

梅山陽翔ちゃん
（２歳・古金町）

はると
原田歩佳ちゃん
（２歳・上城内町）

渡邉綾花ちゃん
（２歳・田島３丁目）
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市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

　
７
月
の
豪
雨
災
害
か
ら
５
か
月
が
経
ち
、
現
在
、
応
急

復
興
や
災
害
査
定
の
た
め
の
調
査
・
設
計
な
ど
の
工
事
関

係
の
推
進
と
、
創
造
的
な
復
旧
・
復
興
を
目
指
し
、
様
々

な
対
応
策
を
検
討
・
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

24
年
の
豪
雨
災
害
、
28
年
の
地
震
災
害
、
そ
し
て
、
今
回

の
豪
雨
災
害
を
経
験
し
、
常
に
新
た
な
備
え
や
対
応
策
を

準
備
し
て
き
た
の
で
す
が
、
今
回
も
「
想
定
外
」
に
直
面

し
て
し
ま
っ
た
の
が
現
実
で
し
た
。

　
国
土
交
通
省
が
出
版
し
た
「
災
害
初
動
期
指
揮
心
得
」

の
中
に
、
「
備
え
て
い
た
こ
と
し
か
役
に
立
た
な
か
っ

た
。
備
え
て
い
た
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
」
と
東

日
本
大
震
災
の
反
省
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
危
機
管
理
に

お
い
て
は
、
日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
危
機
意
識
と
対
策

や
訓
練
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
行

政
・
民
間
問
わ
ず
、
改
め
て
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
先
日
「
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
」
と
言
う
映
画
が

放
映
さ
れ
ま
し
た
。
時
に
は
、
人
間
界
に
危
機
を
招
く
悪

役
と
し
て
、
ま
た
、
あ
る
時
は
地
球
を
救
う
ヒ
ー
ロ
ー
と

し
て
登
場
し
て
き
た
ゴ
ジ
ラ
で
す
が
、
今
回
の
映
画
で

は
、
危
機
の
象
徴
と
し
て
そ
の
存
在
を
見
せ
ら
れ
た
よ
う

な
映
画
で
し
た
。
設
定
は
、
ゴ
ジ
ラ
が
東
京
湾
に
出
現

し
、
都
心
で
暴
れ
る
…
と
い
う
、
い
つ
も
の
怪
獣
映
画
で

す
が
、
今
回
の
視
点
は
、
危
機
管
理
の
視
点
か
ら
作
ら
れ

た
映
画
で
し
た
。
怪
獣
と
い
う
非
現
実
的
な
危
機
を
「
大

災
害
」
や
「
戦
争
」
に
置
き
換
え
る
と
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を

も
っ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
映
画
で
す
。
危
機
管
理
に
お
い

て
は
、
最
悪
の
事
態
に
備
え
、
様
々
な
判
断
を
曖
昧
に
せ

ず
、
対
応
が
後
手
に
回
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
１
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ

た
方
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
多
く
の
経
験
を
し
た
１
年

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
経
験
が
無
駄

に
な
ら
な
い
よ
う
、
反
省
と
対
応
を
踏
ま
え
、
来
年
は
、

災
害
の
無
い
「
希
望
」
に
向
か
う
年
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

50

12月10日㈰　
午後１時～３時　アオーゼ
参加無料・高校生対象

第１部　日田の今を知る　林業編
　　　　しごと大解剖

第２部　高校生×大人
　　　　仕事本音バトル
　　　　日田で暮らすことは幸せ？
　　　　大人たちに本音を聞こう！

　
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を
左
記
に
電
話
又
は
メ
ー
ル

で
連
絡
し
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
内
容
は
「
日
田
し
ご
と
学
び
舎
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://hitashigoto.m

ain.jp/
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※

こ
の
事
業
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
共
同
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

　
市
と
日
田
仕
事
学
び
舎
が
共
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係
（
市
役
所
３
階
）

　
☎
㉒
８
２
３
９
　
　hitashigoto@

gm
ail.com
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